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太田小学校入学式

ひがしあがつま
住民が誇りを持って暮らすまち

広
報
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★ 令和２年度当初予算
◆ 東吾妻町の歴史・文化探訪 
◆ お知らせコーナー 
◆ みんなの広場 



歳入予算額
81 億 7200 万円

歳出予算額
81 億 7200 万円
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　令和２年度の当初予算が可決
成立され、執行が開始されまし
た。
　今年度の一般会計予算は総額
81 億 7200 万円とし、前年度予
算（82 億 9500 万円）に比べる
と 1.5％の減、金額にすると 1 億
2300 万円の減額となっていま
す。
　主な増減理由としては、廃線
敷を利用した自転車型トロッコ
など吾妻渓谷活性化対策事業の
完了に伴い、総務費が減少しまし
た。また、公団営畜産基地の建設
事業についても、負担金の支払い
が完了したことで、農林水産業費
が大きく減少している状況です。
　一方で、今年度は屋内の戸別受
信機の更新を行う防災行政無線
のデジタル化事業のため消防費
が増加しています。また、総務費
全体では減少していますが、庁舎
建設基金を活用した役場旧庁舎
の除却事業も予定しています。

一般会計歳入（内対前年比）

一般会計歳出（内対前年比）

■問い合わせ先
　企画課　財政係

　（ 内線 2232 担当  水出智也）

繰入金
6 億 6338 万円

（-14.8％）
諸収入 2 億 3279 万円

（-25.7％）
繰越金 2 億 1000 万円

（± 0.0％）

使用料及び手数料、財産収入、
寄附金、分担金及び負担金

1 億 4410 万円（-19.7％）

地方交付税
27 億 4806 万円

（+1.3％）

国庫支出金
4 億 8173 万円

（+23.8％）

県支出金
4 億 586 万円

（-13.6％）

その他　5 億 6265 万円
（+20.3％）

民生費
17 億 3705 万円

（+1.2％）

総務費
15 億 5529 万円

（-12.2％）

教育費
11 億 7307 万円

（+2.2％）

公債費
11 億 5261 万円

（+7.7％）

土木費
7 億 6916 万円（-1.4％）

衛生費 5 億 2239 万円
（+5.3％）

消防費
　6 億 468 万円（+10.5％）

農林水産業費　3 億 5042 万円
（-26.1％）

商工費　1 億 7548 万円（+8.1％）
議会費　9893 万円（-0.2％） その他　3293 万円（+11.8％）

用

語

解

説

町　税
18 億 4734 万円

（-1.3％）

町　債
8 億 7610 万

（-1.0％）

当初
令和２年度

算予
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■一般会計予算主な内容
議会費 議員報酬等 9893 万円
総務費 コンベンションホール管理費 1 億 6189 万円

旧庁舎除却事業等 1 億 3081 万円
吾妻渓谷活性化対策事業 9791 万円
道の駅管理事業 3295 万円
路線バス対策事業（坂上地区） 800 万円

民生費 障害児者総合支援事業 3 億 7773 万円
老人福祉事業 3 億 2297 万円
保育所運営事業 1 億 7970 万円
子育て支援費 1 億 5130 万円
福祉医療事業 1 億 950 万円

衛生費 吾妻東部衛生施設組合負担金 2 億 2274 万円
定期予防接種事業 2306 万円
がん検診事業 2227 万円
環境衛生費 1873 万円

農林
　水産業費

多面的機能支払交付金事業 2364 万円
地籍調査費 2005 万円
中山間地域等直接支払事業 1715 万円
農業水路等長寿命化・防災減災事業 213 万円

商工費 企業立地奨励金 4871 万円
東吾妻町観光協会運営費補助金 2350 万円

土木費 下水道事業特別会計繰出金 2 億 1613 万円
橋りょう維持費 1 億 2211 万円
道路維持費 1 億 2031 万円
道路改良費 8643 万円
上信自動車道関連事業 8642 万円

消防費 吾妻広域圏消防負担金 2 億 5689 万円
防災行政無線デジタル化事業 2 億 7212 万円

教育費 こども園費 2 億 5898 万円
小学校費 1 億 6220 万円
通学バス運営管理費 1 億 4364 万円
給食費無料化事業 5890 万円
中学校費 5514 万円
入学祝金・入学支度金給付事業 1101 万円

公債費 元金 10 億 8225 万円
利子 7036 万円

■特別会計
会 計 名 予算額（内対前年比）

国民健康保険
事業勘定 18 億 443 万円 （+0.8％）
施設勘定 8529 万円 （- 5.9％）

後期高齢者医療 2 億 834 万円 （+1.0％）
介護保険 17 億 8775 万円 （+3.2％）
地域開発 4146 万円 （-11.5％）
下水道事業 5 億 5113 万円 （+6.3％）
簡易水道 7160 万円 （+6.4％）

■一般会計予算額の推移

■水道会計（企業会計）
項　　目 予算額（内対前年比）

水道事業収益 2 億 144 万円 （+0.3％）

営業収益 1 億 6913 万円 （+1.8％）

営業外収益 3231 万円 （- 6.7％）

水道事業費用 1 億 9588 万円 （- 1.7％）

営業費用 1 億 5542 万円 （- 1.8％）

営業外費用 2476 万円 （- 2.1％）

特別損失 70 万円 （± 0％）

予備費 1500 万円 （± 0％）

資本的収入 1 億 5530 万円（+30.8％）

資本的支出 2 億 6619 万円（+12.5％）

平成 30 年度

82 億 9500 万円

81 億 7200 万円

82 億 2800 万円

91 億 7200 万円

83 億 4700 万円

０	 20 億円	 40 億円	 　60 億円　   80 億円　 100 億円

令 和 元 年 度

令 和 ２ 年 度

平成 28 年度

平成 29 年度
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　４月６日に町内保育所で入所式が挙行されまし
た。新たに 25 名の子どもたちが仲間入りし、保護
者に抱えられ入所式に臨みました。子どもたちは、
担任の先生から名前を呼ばれると、元気いっぱい
に「はいっ！」と言う子や恥ずかしそうに手を上
げて返事をする子が見られました。

新 たな子どもたちが仲間入り
町内保育所入所式

　４月７日に町内小学校で入学式が挙行されまし
た。その同日、道の駅「あがつま峡」（中井充駅長）
から太田小学校新１年生へ水仙ちゃんや地域の特
産品の描かれたしおりが贈られました。春田校長
は「読書の時間に有効活用し、地域に興味を持つ
きっかけにしたい」と話していました。

本 を読むきっかけに
道の駅「あがつま峡」より入学祝

各 部門で受賞
吾猪狩りコンテスト表彰式

　３月 29 日に中之条合同庁舎で猪の狩猟頭数を競
い合う吾

あがしし

猪狩りコンテストの表彰式が行われまし
た。例年よりも積雪量が少なかったため、猪の足
跡を辿ることができない難しい年でしたが、グルー
プの部で万騎大物倶楽部（代表：茂木和久さん）、
個人の部で小渕信夫さんが入賞されました。おめ
でとうございます。

ひがしあがつまタウンニュース

中央公民館　図書情報
◆児童図書

『こども六法』　…山崎聡一郎、伊藤ハムスター 著
『かいけつゾロリ スターたんじょう』…原ゆたか 著

◆一般図書
『27 星宿曜占術』……………………… 武光　誠 著
『気がつけば、終着駅』………………  佐藤愛子 著
『罪の轍』………………………………  奥田英朗 著
『ライオンのおやつ』…………………  小川　糸 著

◆おすすめの一冊
『みんなの臓活』………………………… 尹　生花 著

　人間は見た目の変化や目に見える症状にばかり
気を取られがちですが、そうし
た悩みの原因は、実は目に見え
ない身体の中にある「五臓（東
洋医学）」に根本原因がありま
す。この本は体質改善の新常識
となるであろう「臓活」につい
て説明された一冊です。

Higashiagatsuma　Town News
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今
月
の
歴
史
文
化
探
訪
は
、
吾
妻
郡

内
唯
一
の
古
代
寺
院
で
あ
る
金
井

廃
寺
の
お
話
で
す
。
そ
の
中
で
も
今
ま
で

見
つ
か
っ
て
い
る
瓦
を
中
心
に
お
届
け
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
北
毛
の
古
代
寺
院
、
金
井
廃
寺

　

群
馬
県
に
は
多
数
の
寺
社
が
存
在
し
ま

す
。
そ
の
多
く
は
江
戸
時
代
以
降
に
建
立

さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
古
く
ま
で
さ
か
の

ぼ
れ
ば
７
世
紀
と
い
う
古
代
に
作
ら
れ
た

寺
社
が
存
在
し
ま
す
。
特
に
寺
院
に
限
れ

ば
そ
の
著
名
な
も
の
は
各
国
単
位
で
作
ら

れ
た
国
分
寺
や
国
分
尼
寺
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
県
北
部
、
そ
の
中
で
も
吾

妻
郡
内
で
み
て
い
く
と
現
在
ま
で
に
確
認

さ
れ
た
古
代
寺
院
は
今
回
取
り
あ
げ
る
金

井
廃
寺
だ
け
な
の
で
す
。

　

金
井
廃
寺
は
東
吾
妻
町
大
字
金
井
の
南

東
部
、
南
に
山
を
背
負
い
、
東
に
は
寺
沢

川
が
流
れ
る
場
所
に
位
置
し
、
現
在
は
金

井
一
宮
神
社
が
建
っ
て
い
る
付
近
に
か
つ

て
そ
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
寺
の
創
建
年

代
は
７
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
、
８
世
紀

後
半
に
は
廃
寺
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
金
井
一
宮
神
社
の
創
建
年
代
は
貞

観
３
年
（
８
６
１
年
）
で
す
の
で
、
ち
ょ

う
ど
神
社
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
姿
を
消

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
点
か
ら
は

金
井
廃
寺
と
一
宮
神
社
の
関
係
性
も
気
に

な
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
疑
問
そ
の
１
】

　

誰
が
金
井
廃
寺
を
作
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
記
録
が
な
く
詳
細
は
不
明
で
す
が
、

上
毛
野
氏
の
名
が
挙
が
り
ま
す
。
そ
の
ほ

か
吾
妻
郡
庁
と
セ
ッ
ト
に
な
る
郡
寺
と
い

う
考
え
も
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
に
し
ま
し

て
も
こ
の
寺
を
作
っ
た
人
物
、
そ
の
背
景

は
ま
っ
た
く
の
不
明
な
の
で
す
。

【
疑
問
そ
の
２
】

　

そ
も
そ
も
こ
の
古
代
寺
院
の
年
代
は
ど

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
は
調
査
や
各
場
所
で
出
土･

表
採

さ
れ
た
古
代
瓦
を
見
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

●
古
代
瓦
と
は
？

　

私
た
ち
は
現
在
で
も
家
・
お
寺
・
神
社

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
瓦
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
瓦
が
日
本
に
出
現
し

た
の
は
６
世
紀
後
半
で
、
百く
だ
ら済
（
朝
鮮
半

島
古
代
国
家
）
か
ら
専
門
家
で
あ
る
瓦
博

士
が
渡
来
し
、
飛
鳥
寺
（
奈
良
県
明
日
香

村
）
で
最
初
に
用
い
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
奈
良
・
平
安
時
代
に
使
用
さ
れ

た
瓦
は
古
代
瓦
と
よ
ば
れ
ま
す
。
古
代
瓦

は
現
在
の
瓦
と
形
も
ほ
ぼ
同
じ
で
本
瓦
葺ぶ

き
と
同
じ
よ
う
に
並
べ
ら
れ
た
瓦
な
の
で

す
が
、
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
現
在
の
瓦

よ
り
も
厚
手
で
、
胎
土
も
粗
く
耐
久
性
に

や
や
劣
る
と
い
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

現
代
と
は
生
産
体
制
が
ま
っ
た
く
違
い
ま

す
の
で
同
じ
に
み
る
こ
と
は
到
底
で
き
な

い
の
で
す
が
、
基
本
的
な
形
や
葺
き
方
な

ど
は
古
代
の
段
階
で
確
立
し
て
い
た
の
で

す
。

●
金
井
廃
寺
の
瓦
を
み
る
前
に

　
　
　
　
　
　
～
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
～

　

金
井
廃
寺
は
１
９
７
８
年
に
町
道
拡
幅

に
伴
う
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
際
に
は
残
念
な
が
ら
お
寺
そ
の

も
の
の
遺
構
（
柱
穴
や
基
壇
な
ど
）
は
確

認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
代
わ
り
建

物
に
葺
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
非
常
に

多
く
の
古
代
瓦
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
瓦

の
種
類
は
軒
丸
瓦
・
軒
平
瓦
・
丸
瓦
・
平

瓦
が
あ
り
、
大
多
数
は
丸
・
平
瓦
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
研
究
で
は
、
軒
丸
瓦

や
軒
平
瓦
に
み
ら
れ
る
文
様
の
比
較
を
行

い
、
そ
の
文
様
の
系
譜
を
追
い
か
け
特
定

の
文
様
が
施
さ
れ
た
瓦
が
利
用
さ
れ
た
寺

院
の
年
代
を
文
献
史
料
な
ど
か
ら
確
認
し

そ
の
年
代
を
瓦
へ
と
当
て
は
め
て
い
く
作

業
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
に
も
瓦
と

同
時
に
出
土
し
た
遺
物
（
土
師
器
や
須
恵

器
な
ど
）
の
年
代
も
当
て
は
め
ま
す
。
そ

れ
ら
を
行
う
こ
と
で
瓦
か
ら
寺
院
の
年
代

的
変
遷
が
た
ど
れ
る
よ
う
に
な
り
、
文
献

史
料
に
記
載
さ
れ
な
い
寺
院
だ
と
し
て
も

瓦
や
同
時
代
遺
物
の
比
較
検
討
か
ら
相
対

年
代
と
し
て
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
金
井
廃
寺
に
つ
い
て

も
同
様
の
作
業
の
結
果
、
な
ん
と
上
野
国

国
分
寺
よ
り
も
古
い
段
階
で
建
立
さ
れ
た

古
代
寺
院
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
の

で
す
。

　

さ
て
、
当
た
り
前
で
す
が
瓦
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
ど
こ
か
で
瓦
が
作
ら
れ
、

焼
か
れ
、
そ
し
て
何
ら
か
の
手
段
を
持
っ

て
金
井
の
地
に
運
ば
れ
、
あ
る
人
た
ち
の

手
に
よ
っ
て
建
造
物
の
屋
根
に
葺
か
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
も
瓦
を

作
る
、
焼
く
、
運
ぶ
、
葺
く
と
い
う
作
業

手
順
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
携
わ
っ
て

い
た
こ
と
は
想
像
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
書
く
と
非
常
に
簡
単
な
問
題
の
よ
う
で

す
が
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

東吾妻町の歴史・文化探訪
ー問い合わせ先／東吾妻町教育委員会社会教育課（☎ 68-2261 担当  吉田智哉）

　

古
代
瓦
の
ゆ
く
え
①　

～
金
井
廃
寺
の
瓦
か
ら
～

▲ 金井廃寺の礎石

に
は
容
易
な
作
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
中
で
も
あ
る
意
味
根
本
と
な
る
問
題
を

取
り
あ
げ
ま
す
。
ど
こ
で
金
井
廃
寺
の
瓦

を
作
り
、
焼
い
た
の
か
、
で
す
。
実
は
今

の
と
こ
ろ
そ
れ
が
判
明
し
て
い
る
窯
が
１

つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
中
之
条
町
で
見
つ

か
っ
た
天
台
瓦
窯
な
の
で
す
が
、
そ
れ
以

外
で
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
で

は
焼
か
れ
た
の
は
こ
の
天
台
瓦
窯
だ
け
な

の
で
し
ょ
う
か
？
寺
を
構
成
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
建
物
、
例
え
ば
本
堂
・
金
堂
・
塔
な

ど
の
全
て
に
瓦
を
葺
く
と
な
れ
ば
相
当
量

の
瓦
の
枚
数
（
お
そ
ら
く
数
万
単
位
）
が

必
要
と
な
り
、
そ
れ
を
１
つ
の
窯
だ
け
で

は
賄
い
き
れ
な
い
と
感
じ
ま
す
。
で
は
そ

の
ほ
か
に
瓦
が
焼
か
れ
た
所
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？
そ
れ
を
探
る
ヒ
ン
ト
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
？
瓦
そ
の
も
の
、
そ
し
て

見
つ
か
っ
て
い
る
場
所
か
ら
み
え
る
も
の

は
？

　

さ
あ
次
回
は
い
よ
い
よ
金
井
廃
寺
周
辺

で
見
つ
か
っ
て
い
る
古
代
瓦
そ
の
も
の
に

注
目
し
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
を
巡
ら
せ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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「
お
薬
手
帳
」
と
は
、
患
者
さ
ん
が
い

つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
薬
を
処
方
さ
れ
た

か
を
記
録
し
て
お
く
手
帳
で
す
。
た
だ
、

医
療
機
関
に
定
期
通
院
さ
れ
て
い
る
方
の

中
に
も
、
お
薬
手
帳
を
き
ち
ん
と
持
ち
歩

き
、
処
方
さ
れ
た
後
に
毎
回
記
録
を
し
て

　★「５月の診療予定表」
日 月 火 水 木 金 土

5/3
休診

4
休日
当番医

5
休診

6
休診

7
午後診察
15:00

～ 17:00

8 9
休診

10
休診

11
午後診察
16:00

～ 17:00

12
午後診察
15:00

～ 17:00

13
休診

14
午後診察
16:00

～ 17:00

15
午後診察
16:00

～ 17:00

16
休診

17
休診

18
午後診察
16:00

～ 17:00

19
午後診察
16:00

～ 17:00

20
休診

21
午後診察
16:00

～ 17:00

22 23
休診

24
休診

25
午後診察
16:00

～ 17:00

26
午後診察
16:00

～ 17:00

27
休診

28
午後休診

29
午後診察
14:00

～ 15:30

30
休診

31
休診

6/1
午後診察
16:00

～ 17:00

2
午後診察
16:00

～ 17:00

3
休診

4
午後診察
16:00

～ 17:00

5
午後診察
16:00

～ 17:00

6
休診

東吾妻町国保診療所だより
　

町
の
診
療
所
の
先
生
か
ら
「
健

康
」
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
今
月
は
「
１
人
１
冊

お
薬
手
帳
を
」
で
す
。

＊当院では予約診療を行っております。定期受診の方は予約での診療をお願
　いします。
＊急病の方は予約にかかわらず適宜診療を行っていますが、新型コロナウイ
　ルス感染症流行に伴い、体調不良時は受診前に電話連絡をお願いします。
＊毎週水曜日、土曜日、日曜日および祝祭日は休診となります。
　また５月２日から６日は休診となります。急病の方は休日当番医へご相談
　ください。

５月の健康相談・頭の元気度測定
　町では毎月健康相談を行っています。また頭の元
気度を測定しています。測定を希望される方は事前
に予約をお願いします。

【東地区】
■日　時　令和２年５月 13 日㈬ 10 時～ 11 時 30 分
■場　所　あづま農村環境改善センター
■問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）
　　　　　　　　包括支援センター ( ☎ 68-0200）

５月の認知症家族会
　町では毎月認知症家族会を開催しています。日ご
ろから思っていることを話してみましょう。

い
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

お
薬
手
帳
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
複
数
の

医
療
機
関
に
受
診
す
る
と
き
や
転
居
な
ど

の
際
に
、
き
ち
ん
と
記
録
し
て
お
け
ば
手

帳
を
み
せ
る
だ
け
で
皆
さ
ん
の
内
服
し
て

い
る
（
内
服
し
て
い
た
）
薬
が
わ
か
り
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
薬
の
重
複
や
良
く
な

い
飲
み
合
わ
せ
が
防
止
で
き
、
以
前
に
内

服
し
た
薬
に
よ
る
副
作
用
を
記
録
し
て
お

く
こ
と
で
再
発
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
薬
の
使
用
の
記
録
が
あ
る
こ
と

で
、
よ
り
安
全
に
薬
を
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

い
つ
も
持
ち
歩
く
こ
と
で
、
旅
先
で
の

急
病
や
事
故
、
救
急
病
院
や
休
日
診
療
所

の
受
診
、
災
害
時
な
ど
思
い
が
け
な
い
事

態
で
あ
っ
て
も
、
初
め
て
か
か
る
病
院
・

医
師
に
も
内
服
中
の
薬
に
つ
い
て
知
ら
せ

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
薬
局
で

市
販
薬
や
サ
プ

リ
メ
ン
ト
を
購

入
す
る
と
き
に

も
有
用
で
す
。

　

お
薬
手
帳
は
調
剤
薬
局
や
医
療
機
関
で

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
若
い
方
や
普

段
病
院
に
か
か
る
こ
と
の
少
な
い
方
に
は

馴
染
み
の
な
い
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
お
薬
手
帳
は
実
は
便
利
で
、
大
事
な

も
の
で
す
。
病
院
や
薬
局
ご
と
に
別
々
の

手
帳
を
持
つ
の
で
は
な
く
、「
飲
ん
で
い

る
全
て
の
お
薬
を
１
冊
の
お
薬
手
帳
に
記

録
す
る
こ
と
」
が
大
事
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
、
１
人
１
冊
、
お
薬
手
帳
を
。

■
連
絡
先　

☎
59
・
３
０
１
０

国
保
診
療
所　

堀
口　

英

■期　日　令和２年５月 27 日㈬
■時　間　10 時～ 11 時 30 分
■場　所　保健センター
■費　用　無料
■問い合わせ先　
　包括支援センター（☎ 68-0200）
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て
い
ま
す
。
ま
た
、
診
療
施
設
内
へ
の
不

特
定
多
数
の
立
ち
入
り
を
制
限
し
て
い
ま

す
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
出
勤
前
に
体
温
を

測
定
し
、
発
熱
が
あ
る
場
合
は
出
勤
を
停

止
し
て
い
ま
す
。

■
受
診
さ
れ
る
患
者
様
へ
の
お
願
い

　

①
風
邪
の
症
状
や
37
度
５
分
以
上
の

発
熱
が
４
日
以
上
続
い
て
い
る
場
合

や
、
②
強
い
だ
る
さ
や
息
苦
し
さ
が
あ

る
場
合
（
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を
有

す
る
方
の
場
合
は
２
日
程
度
続
く
場

合
）
は
、
群
馬
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
７
０
・
０
８
２
・
８
２
０
）
に
電
話
で

相
談
し
、
指
示
を
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
診
察
の
前
は
必
ず
手
洗

い
を
行
い
、
待
合
室
な
ど
の
人
の
集
ま
る

ス
ペ
ー
ス
で
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
ハ
ン

カ
チ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
使
用
な
ど
で
咳
エ

チ
ケ
ッ
ト
を
心
掛
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
参
考
文
献

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

専
門
家
会
議

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　

の
状
況
分
析
・
提
言
」

　
（
２
０
２
０
年
３
月
19
日
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃコ

ヴ

ィ

ッ

ド

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）
診
療
の

手
引
き
・
第
１
版

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
68
・
５
０
２
１
）

つ
の
条
件
が
同
時
に
重
な
っ
た
場
所
で
の

行
動
を
避
け
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

■
歯
科
診
療
所
で
の
感
染
予
防
対
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
罹り

か
ん患

者

の
約
80
％
は
軽
症
で
す
む
も
の
の
、
約

５
％
は
重
篤と

く

化
し
、
特
に
高
齢
者
や
基
礎

疾
患
を
持
つ
方
は
重
症
化
し
や
す
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
こ
の
新
型
ウ

イ
ル
ス
を
保
有
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
て
、
マ
ス
ク
な
ど
の
適
切
な
防
護

具
の
使
用
と
手
指
衛
生
（
手
洗
い
・
消
毒
）

の
励
行
な
ど
を
徹
底
し
、標
準
予
防
策
（
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
プ
リ
コ
ー
シ
ョ
ン
）
に
基
づ

い
て
診
療
を
行
い
ま
す
。
診
療
室
内
は
定

期
的
な
換
気
を
実
施
し
、
ヒ
ト
の
手
の
触

れ
る
部
分
は
定
期
的
に
消
毒
液
で
清
拭
し

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃコ

ヴ

ィ

ッ

ド

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
）
に
つ
い
て

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
昨
年
12
月
に
中
国
・

武
漢
市
で
集
団
発
生
が
報
告
さ
れ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
拡
大
し
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
な
大
流
行
）
の
状

態
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ-
２
）

は
２
０
０
２
年
に
流
行
し
た
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）
と
同
じ
動

物
か
ら
ヒ
ト
に
感
染
し
た
β
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
判
明
し
て
い
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路

　

ウ
イ
ル
ス
に
と
っ
て
、
口
は
人
体
へ
の

最
大
の
侵
入
経
路
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
主
に
、
咳
や
く
し
ゃ
み
な
ど
で

飛
び
散
る
飛
沫
を
介
し
て
、
口
や
鼻
、
目

の
粘
膜
か
ら
侵
入
す
る
飛
沫
感
染
の
ほ

か
、
ウ
イ
ル
ス
に
触
れ
た
手
指
な
ど
か
ら
、

主
に
口
を
介
し
て
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
侵

入
す
る
接
触
感
染
で
、
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ

と
感
染
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
手
洗

い
と
手
の
消
毒
は
感
染
予
防
の
基
本
で

す
。
ま
た
、
不
用
意
に
目
・
鼻
・
口
を
手

で
触
れ
な
い
こ
と
も
重
要
で
す
。
集
団
感

染
予
防
に
は
、
①
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間

②
人
が
密
集
③
互
い
に
手
を
伸
ば
し
た
ら

届
く
近
距
離
で
の
会
話
や
発
声
と
い
う
３

知っておきたい歯の話
　

町
内
の
歯
科
医
の
先
生
か
ら

「
歯
科
診
療
所
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
に
つ

い
て
」
で
す
。

59. 新型コロナウイルス感染症予防について

65 歳になった方へ
（昭和 30 年４月２日～５月１日生まれ）

※東吾妻町へ転入された 65 歳以上の方へ

　介護保険料の納付は、郵送される納付書により、
金融機関または役場会計課で納めてく
ださい。なお、年金からの天引きが可
能になりましたら通知します。
■問い合わせ先　保健福祉課　介護保険係
　　　　　　　　（ 内線 2132 担当  日野　駿）

昭和 20 年６月２日～７月１日生まれの方へ
75 歳になる方へ

　75 歳の誕生日から後期高齢
者医療該当者です。５月 25 日
前後に『後期高齢者医療保険
者証』を緑色の封筒で郵送し
ますので、ご確認ください。
■問い合わせ先　町民課　保険年金係
　　　　　　　　（ 内線 2124 担当  野﨑勝博）
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５月の予防接種日程表
●東地区　●会場　国保診療所　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021 担当  髙田　萌）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

５月 19 日㈫ 第２回乳幼児個別予防接種 14:00 ～ 14:30 「予防接種のお知らせ」を参照してください
５月 12 日㈫までに申し込んでください

５月の当番医予定表
期　    日 内　　　　　　科 外　　　科 休　日　夜　間

５月 10 日㈰
四万診療所

（中之条☎ 64-2136）
長野原診療所

（長野原☎ 0279-85-2259）
吾妻さくら病院

（中之条☎ 75-3011）
吾妻さくら病院

（中之条☎ 75-3011）

17 日㈰
吾妻さくら病院

（中之条☎ 75-3011）
桜井クリニック

（嬬恋☎ 0279-97-3800）
原町赤十字病院

（原町☎ 68-2711）
原町赤十字病院

（原町☎ 68-2711）

24 日㈰
けんもち医院

（中之条☎ 75-5155）
長生病院

（長野原☎ 0279-82-2188）
吾妻さくら病院

（中之条☎ 75-3011）
吾妻さくら病院

（中之条☎ 75-3011）

31 日㈰
後藤医院

（中之条☎ 75-2230）
櫻井医院

（長野原☎ 0279-82-3999）
原町赤十字病院

（原町☎ 68-2711）
原町赤十字病院

（原町☎ 68-2711）

①内科・外科の診療時間は９時～ 17 時です。
②急患の為の当番医制度ですので、緊急患者以外の受診はご遠慮願います。
③原則として往診はしません。

５月の母子保健事業日程表
❶町内全地区　●会場・問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021 担当  小林みゆき）

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

５月 8 日㈮ 離乳食講習会 平成 31 年４月～令和２年１月生まれ

12 日㈫

はっぴい歯科検診

平成 27 年４・５・10・11 月、
平成 28 年 10・11 月生まれ

13 日㈬
平成 26 年 10・11 月、平成 28 年４・５月、
平成 29 年 10・11 月、平成 30 年４・５月生まれ

27 日㈬

４カ月児健康診査

個別通知を
ご確認ください

令和２年１月生まれ

７カ月児健康診査 令和元年 10 月生まれ（B.C.G 接種を行います）

１歳児健康診査 平成 31 年４月生まれ

❷町内全地区〈子育てサークル〉　●問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021 担当  髙田　萌）
●会場　ピヨピヨ：あづま農村環境改善センター／ラッコ：保健センター

期　    日 種　　　  別 受　付　時　間 該　　　　当　　　　児　　（者）

５月 11 日㈪ ピヨピヨクラブ こども園就園前までの子どもと保護者

26 日㈫ ラッコクラブ ４カ月から１歳までの子どもと保護者
中  止

中  止

中  止
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■民生委員・児童委員（敬称略）
地　区 氏　名 担当区域

東
地区

角田　幸子 大字五町田
橋爪えつ子 箱島１区
梅澤　艶子 箱島２区
石田由美子 岡崎１区
髙橋　和子 岡崎２区
大塚くに子 大字新巻
佐藤　香澄 大字奥田

太田
地区

戸塚　君子 西組・田中・上河原
剣持佐智子 松の木・山根
山田まつみ 原組・十二ケ原
金澤ふじ子 上南・上北・泉・中西
宮崎　久子 中東・北組・八幡・双葉
中澤　英子 大字小泉
石坂　孝照 大字泉沢

原町
地区

阿部　裕幸 上之町
國友　　恵 下之町・南町
荻原　米子 紺屋町
一場　久義 新井・平沢
武藤　賢一 上野・在上
水野　文廣 在下一部（大宮）
青木　明子 在下一部 ( 稲荷城 )・八幡原
田村　　昇 須郷沢
山田　登政 上之宮・深沢
冨澤　正秀 内出
中澤さち江 田中・下郷
篠原耕一郎 大字金井

岩島
地区

菅谷　保彦 大字郷原
小菅　幸子 大字矢倉
湯浅元一郎 大村・机・姉山
宮﨑　幸夫 天神・漆貝戸

松下・松中
町田　康彦 大平・中尾・高日向・松上
石村ひで子 四戸・生原
小林　　潔 大竹・沢尻・万木沢
丸𣘺　芳晴 唐堀
佐藤　妙子 根古屋・細谷・大沢・上郷
小泉猪代治 兵庫・新井
丸山　麻衣 田中・長藤・烏帽子

坂上
地区

加部　照雄 平大谷沢・稲田
蜂須賀佐和子 塩の平・下宿・上宿
町田　公一 手古丸・古賀良・上大戸・後所谷戸
黒岩　康茂 田谷下・堀井戸・貫井・田谷上
小池　叔子 境野・分去・大谷・大沢

西榛名区
中井　早苗 宿・日向
橋爪くに子 丑ケ渕・関谷
高橋　正子 須賀尾１・２・３区
丸山まり子 須賀尾４・５・６区
高橋　　清 岩鼻・宮谷戸・下中・猿谷戸・羽田
堀内　京子 殿原・天神・松の木・上の沢・広石

主任
児童
委員

三枝　寿子 東・太田小学校区
角田　寿子 原町小学校区
高橋あつ子 岩島・坂上小学校区

５月 12 日は「民生委員・児童委員の日」です

　民生委員・児童委員には守秘義務があり、
相談内容や秘密がほかにもれることはありま
せん。安心してご相談ください。
※任期は３年 ( 令和４年 11 月 30 日まで )

■秘密は守られます■

■問い合わせ先
　保健福祉課（ 内線 2131 担当  小池さつき）

あなたのまちの
　民生委員・児童委員です

　地域を見守り、地域住民の身近な相談相手、
専門機関へのつなぎ役です。

自らも地域住民の一員として、担当の区
域において高齢者や障害のある方の安

否確認や見守り、子どもたちへの声かけなど
を行っています。相談内容に応じて必要な支
援が受けられるよう、地域の専門機関とのつ
なぎ役になります。
　高齢者世帯やねたきり高齢者の実態調査
も、毎年６月１日を基準に行っています。私
たちの活動にご理解ご協力をお願いします。
※今年度の調査は、新型コロナウイルス感染
　症対策のため中止します。

■民生委員・児童委員とは■

主任児童委員は、子育てを社会全体で支
える「健やかに子どもを産み育てる環

境づくり」を進めるために、平成６年１月に
制度化されました。民生委員・児童委員と連
携しながら子育ての支援や児童健全育成活動
などに取り組んでいます。

　子どもや子育てに関する支援を専門に担当
する民生委員・児童委員です。

■主任児童委員とは■
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町
で
は
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
集

団
健
診
を
行
い
ま
す
。
ご
都
合
の
良
い

会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

拡
大
の
状
況
に
よ
り
集
団
健
診
を
中

　

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
中
止
す

　

る
際
に
は
防
災
無
線
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
内
容
・
対
象
者
・
費
用

『
健
康
診
査
』

　

40
歳
以
上
お
よ
び
30
歳
、
35
歳
は
無

　

料
。
該
当
し
な
い
方
は
千
円
。

『
結
核
・
肺
が
ん
検
診
』

　

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
の
み
40
歳
以
上
は

　

無
料
、
40
歳
未
満
は
２
０
０
円
。

　

喀か
く
た
ん痰
検
査
は
５
０
０
円
。

※
65
歳
以
上
の
方
は
年
に
１
回
の
レ
ン

　

ト
ゲ
ン
検
査
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

『
前
立
腺
が
ん
検
診
』

　

５
０
０
円（
50
歳
以
上
の
男
性
希
望
者
）

『
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
』

　

無
料
（
原
則
40
歳
の
希
望
者
）

※
平
日
都
合
の
悪
い
方
も
土
曜
日
・
日

　

曜
日
の
健
診
（
検
診
）
が
あ
り
ま
す

　

の
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　

３
月
の
希
望
調
査
で
申
し
込
み
を
し

　

て
い
な
い
方
も
受
診
で
き
ま
す
の
で
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
会
場　

別
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
68
・
５
０
２
１

　

  

担
当 

野
山
し
の
ぶ
・
唐
澤
利
恵
）

　

町
民
課　

保
険
年
金
係

　
（
内
線
２
１
２
４
担
当
丸
橋
祐
太
）

案内

集
団
健
診
（
検
診
）
が
来
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

■別表

期　日 受付時間 場　所

６

月

9 日㈫ 9:00 ～ 11:00 岡崎公民館

10 日㈬ 9:00 ～ 11:00 あづま農村環境改善センター

11 日㈭ 9:00 ～ 11:00 箱島公民館

12 日㈮ 9:00 ～ 11:00 保健センター

13 日㈯ 9:00 ～ 11:00 保健センター

16 日㈫
8:30 ～ 9:00 新巻公民館

10:00 ～ 10:30 泉沢公民館

17 日㈬ 9:00 ～ 10:00 小泉会館

18 日㈭ 9:00 ～ 11:00 太田公民館

19 日㈮ 9:00 ～ 11:00 岩井公民館

23 日㈫ 9:00 ～ 11:00 町民体育館

24 日㈬ 09:00 ～ 11:00 町民体育館

25 日㈭ 9:00 ～ 11:00 岩島公民館（麻の里会館）

26 日㈮ 09:00 ～ 11:00 厚田新井集会所

30 日㈫
8:30 ～ 9:00 矢倉多目的集会施設

10:00 ～ 10:30 辻区郷原公会堂

７

月

1 日㈬ 9:00 ～ 10:00 唐堀集会所

2 日㈭ 9:00 ～ 11:00 松谷集会所

3 日㈮
8:30 ～ 9:00 西榛名婦人ホーム

10:00 ～ 11:00 萩生区民会館

5 日㈰ 9:00 ～ 11:00 保健センター

7 日㈫ 9:00 ～ 11:00 坂上公民館

8 日㈬ 9:00 ～ 11:00 坂上公民館

9 日㈭ 9:00 ～ 11:00 保健センター

10 日㈮ 9:00 ～ 10:00 須賀尾公民館

15 日㈬ 9:00 ～ 10:00 大柏木公民館

16 日㈭ 9:00 ～ 11:00 保健センター

10 月 13 日㈫ 9:00 ～ 11:00 保健センター

家屋を新築・増築または取り壊した方
はご連絡ください

　家屋を新築または増築しますと、担当職員が訪問
調査をさせていただきます。この調査
は固定資産税の算定基礎となる評価額
を算出するために必要な調査です。

（取り壊した時も現地確認に伺います）
■連絡・問い合わせ先　税務課　固定資産税係
　　　　　　　　　　　（ 内線 2115 担当  富澤達也）

住宅新築改修等補助金交付制度
をご活用ください

　町では町民の皆さんが自宅の新築・増築・改修工
事などを行う場合、工事費用に対する補助制度を設
けています。新築や改修などをお考えの方は、ぜひ
ご利用ください。また、工事を始める前に役場まち
づくり推進課で申請手続きをお願いします。
■問い合わせ先　まちづくり推進課　商工観光係
　　　　　　　　（ 内線 2242 担当  桑原和生）

Information
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女
性
の
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
早
期

発
見
と
正
し
い
健
康
意
識
の
普
及
啓
発

を
図
る
と
と
も
に
受
診
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
節
目
年
齢
の
方
に

無
料
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
対
象
者
に

は
５
月
上
旬
ご
ろ
通
知
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
持
参
の
う
え
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

　

町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
令
和
２
年

４
月
１
日
現
在
次
の
年
齢
の
方

【
乳
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢
】

①
40
歳
（
昭
和
54
年
４
月
２
日
～

昭
和
55
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

②
45
歳
（
昭
和
49
年
４
月
２
日
～

昭
和
50
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

③
50
歳
（
昭
和
44
年
４
月
２
日
～

昭
和
45
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

④
55
歳
（
昭
和
39
年
４
月
２
日
～

昭
和
40
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

⑤
60
歳
（
昭
和
34
年
４
月
２
日
～

昭
和
35
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

【
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
対
象
年
齢
】

①
20
歳
（
平
成
11
年
４
月
２
日
～

平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

②
25
歳
（
平
成
６
年
４
月
２
日
～

平
成
7
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

③
30
歳
（
平
成
元
年
４
月
２
日
～

平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

④
35
歳
（
昭
和
59
年
４
月
２
日
～

昭
和
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

⑤
40
歳
（
昭
和
54
年
４
月
２
日
～

昭
和
55
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

■
有
効
期
間

　

令
和
２
年
５
月
１
日
～

令
和
３
年
１
月
31
日

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
68
・
５
０
２
１
担
当
唐
澤
利
恵
）

案内

が
ん
検
診
推
進
事
業
（
子
宮
頸け
い

が
ん
・
乳
が
ん
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
に
つ
い
て
）

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
、
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自

動
車
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
５

月
上
旬
に
自
動
車
税
事
務
所
か
ら
送
付

さ
れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
納
期
限

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

■
納
税
場
所

　

県
内
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
自
動

車
税
事
務
所
、
行
政
県
税
事
務
所
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
税
で

き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
５
月
に
送
付
さ
れ
る
納
税

　

通
知
書
、
ま
た
は
群
馬
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、【「
自
動
車
税
特

　

集
」
で
検
索
】
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
障
害
者
手
帳
を

　
　
　

お
持
ち
の
方

　

障
害
の
程
度
、
自
動
車
の
所
有
者
な

ど
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合

に
は
、
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
が
減
免

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

【
自
動
車
税
に
つ
い
て
】

　

吾
妻
行
政
県
税
事
務
所

　
（
☎
75
・
３
３
０
０
）

　

県
自
動
車
税
事
務
所

　
（
☎
０
２
７
・
２
６
３
・
４
３
４
３
）

【
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
】

　

税
務
課　

住
民
税
係

　
（
内
線
２
１
１
２
担
当
須
田
泰
友
）

案内

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
は

　

６
月
１
日
㈪
ま
で
に
忘
れ
ず
に
！

町からのお知らせ

子宮頸
けい

がん・乳がん検診の同日実施について
　今年度より、子宮頸がん・乳がん検診を同日に実施できる日が設けられました。同日実施希望の方は申し込み
開始日以降に保健センターへ電話でお申し込みください。
■対象者　令和３年３月末日時点で 40 歳以上の偶数年齢になる方で、両検診（子宮頸がん・乳がん）を受ける方
■検診日　令和２年９月６日㈰　（受付：８時 30 分～ 10 時）
■場　所　原町赤十字病院　　■費　用　2,000 円（子宮頸がん 1,000 円、乳がん 1,000 円）
■定　員　先着 25 名　　　 　■申し込み開始日　令和２年５月 18 日㈪から
※同日実施以外で受診される方には、順次通知をお送りします。　　
■申し込み・問い合わせ先　保健センター（☎ 68-5021）
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◆ ■ ◆ ■ ◆　労働保険の年度更新　◆ ■ ◆ ■ ◆
　労働保険（労災保険および雇用保険）の年度更新（令和元年度確定保険料、令和２年度概算保険料および一
般拠出金の申告・納付）手続きは、６月１日から７月 10 日までの期間に行ってください。
　年度更新手続きに必要な申告関係書類は、厚生労働省から申告手続き期間に、間に合うよう各事業主さまへ
送付されます。当該書類がお手元に届きましたら７月 10 日㈮まで
に申告・納付手続きをお願いします。
　手続きが遅れますと、政府が労働保険料・一般拠出金の額を決
定し、さらに追徴金（労働保険料・一般拠出金の 10％）を課すこ
とがありますのでご留意ください。

◆緊急情報伝達試験内容

情報伝達手段 内　　容

　防災行政無線
の放送

　町内に設置してある防災行政無線（屋
内の戸別受信機・屋外スピーカー）から、
毎月１日に実施している定時試験放送と
同じくらいの音量で次の放送内容が一斉
に放送されます。

【放送内容】
「これは、Ｊアラートのテストです。」×３

＋「こちらは、ぼうさい
ひがしあがつまです。」

＋防災行政無線チャイム

案内
　

町
で
は
、
地
震
や
武
力
攻
撃
、
ミ
サ

イ
ル
発
射
な
ど
の
発
生
時
に
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
伝
達
手
段
を
用
い
て

確
実
に
皆
さ
ま
へ
お
伝
え
し
ま
す
。
そ

れ
に
伴
い
、
町
内
で
防
災
行
政
無
線
の

試
験
を
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
同
様
の

訓
練
を
３
回
実
施
す
る
予
定
で
す
。

※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波
や

　

武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
国
か
ら

　

送
ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
人
工
衛

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
伝
達
試
験
を
実
施
し
ま
す

　

星
な
ど
を
活
用
し
て
瞬
時
に
情
報
伝

　

達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

■
緊
急
情
報
伝
達
試
験
日

①
令
和
２
年
５
月
20
日
㈬　

11
時
ご
ろ

②
令
和
２
年
10
月
７
日
㈬　

11
時
ご
ろ

③
令
和
３
年
２
月
17
日
㈬　

11
時
ご
ろ

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

安
全
対
策
係

　
（
内
線
２
２
２
４
担
当
寺
嶋
龍
司
）

■問い合わせ先
　群馬労働局総務部労働保険徴収室
　（☎ 027-896-4734）
　中之条労働基準監督署（☎ 75-3034）

Information

　

例
年
５
月
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

た
赤
十
字
活
動
資
金
（
日
赤
会
費
）
で

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
の
た
め
、
今
年
度
は
募
集
を
延
期

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

募
集
時
期
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
区

長
文
書
で
依
頼
し
ま

す
。
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課　

福
祉
係

　
（
内
線
２
１
３
４
担
当
髙
橋
晶
子
）

案内

赤
十
字
活
動
資
金（
日
赤
会
費
）の
募
集
を
延
期
し
ま
す

　

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計

調
査
で
、
従
業
者
４
人
以
上
の
す
べ
て

の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
６
月
１
日
現

在
で
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て

使
わ
れ
る
ほ
か
、
研
究
機
関
や
学
校
の

教
材
な
ど
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
事
業
所
の
皆
さ
ま
に
記
入

し
て
い
た
だ
く
調
査
票
に
つ
き
ま
し
て

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
、
統
計
作
成
の
目
的
以

外
に
は
一
切
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
総
務
部
統
計
課　

経
済
産
業
係

　
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２
４
１
５
）

　

企
画
課　

電
算
統
計
係

　
（
内
線
２
２
３
１
担
当
青
木
秀
美
）

案内

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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町からのお知らせ

　

町
で
は
、
町
外
か
ら
の
移
住
・
定
住

希
望
者
や
移
住
し
た
方
々
に
寄
り
添
っ

た
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
実
現
を
図
る
た
め
、

移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
を
創
設
し
ま
し

た
の
で
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
活
動
内

容
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方

■
活
動
内
容

①
移
住
・
定
住
に
関
す
る
相
談
の
応
対

　

や
相
談
内
容
に
応
じ
た
情
報
の
提
供

②
移
住
・
定
住
の
推
進
に
関
し
て
必
要

　

な
情
報
の
町
へ
の
提
供

③
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の
イ

　

ベ
ン
ト
等
の
開
催

④
町
が
開
催
す
る
移
住
希
望
者
ま
た
は

　

移
住
者
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
等

　

へ
の
協
力

⑤
移
住
後
の
定
住
に
向
け
た
各
種
支
援

　

制
度
案
内
や
地
域
案
内

⑥
空
き
家
に
関
す
る
町
へ
の
情
報
提
供

や
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
推
進
の
サ

ポ
ー
ト

■
申
し
込
み
方
法

　

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
郵
送
い
た
だ
く

か
、
役
場
企
画
課
定
住
促
進
係
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

案内

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

定
住
促
進
係

　
（
内
線
２
２
３
2
担
当 

町
田　

隆
）

移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

案内

  

５
月
26
日
㈫
に
予
定
し
て
い
た
『
令
和

２
年
度
寿
大
学
開
講
式
お
よ
び
第
１
回

講
座
』
の
開
催
に
つ
い
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

延
期
お
よ
び
中
止
と
し
ま
す
。

【
開
講
式
】　

６
月
30
日
㈫
に
延
期

【
第
1
回
講
座
】　

中
止

※
感
染
の
状
況
に
よ
っ
て
は
再
延
期
の

　

可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
承

　

知
お
き
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

中
央
公
民
館
（
☎
68
・
２
４
１
２
）

寿
大
学
の
延
期
・
中
止

　こんなとき

あなたならどうする？

感染症コールセンター

新型コロナウイルス
に感染している恐れ
があるため、直接病
院へ行くことはやめ
ましょう !!

【症状】
・37.5度以上の発熱
・ひどくだるい
・息苦しい
・味覚や嗅覚に異変
　を感じる　など

☎ 0570-082-820
（受付時間：９時～ 21 時）

に電話相談 !! 
※上記以外の時間は

　☎ 027-223-1111　

もしかして
新型コロナ？

or

群馬県
新型コロナウイルス

直接
病院に行く

　総務省では、６月１日から 10 日までを「電波利用環境保護周知啓発強化期間」として、電波を正しく利用し
ていただくための周知・啓発活動および不法無線局の取り締まりを強化します。
　ルールを守らない不法な無線局は、テレビ・ラジオ放送、携帯電話などの身近なものから、警察・消防・救急
用無線などの人命に関わる重要な無線に対して混信・妨
害を与えるなど、私たちの生活や安全を脅かします。
　安全で豊かな社会を実現するために、電波はルールを
守り、正しく使いましょう。

　　　　STOP  THE  不法電波

■問い合わせ先
　関東総合通信局                           （☎ 03-6238-1803）
　不法無線局による混信・妨害（☎ 03-6238-1939）
　テレビ・ラジオの受信障害　  （☎ 03-6238-1945）

関東総合通信局からのお知らせ
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令和元年度　入札結果

事　　　　　業　　　　　名 場　所 落札業者 落札金額 役場担当課

町道本宿・萩生線　道路災害復旧工事 本　宿 池原工業㈱ 11,800,000 円 建設課

町道 2260 号線（相の倉橋上）（深沢５号橋上）
道路災害復旧工事 川　戸 南波建設㈱ 21,900,000 円 建設課

町道 2059 号線　道路災害復旧工事 大　戸 池原工業㈱ 15,000,000 円 建設課

町道新井・大宮線　道路災害復旧工事 原　町 南波建設㈱ 11,400,000 円 建設課

町道 5190 号線　道路災害復旧工事 岩　下 ㈲吉田建設 5,250,000 円 建設課

主要地方道道路改良（橋詰・新井・槻木工区）
工事に伴う上水道配水管布設替工事設計業務
委託

厚田ほか ㈱利根設計事務所 3,300,000 円 上下水道課

■問い合わせ先　各担当課まで

（３月 23 日執行）

あたたかいこころ

ありがとうございました

天狗の湯入館料の改定
　７月１日より、天狗の湯の入館料等が次のとおり改
定されます。

　※コインロッカーは１回 100 円となります。
■問い合わせ先　吾妻峡温泉 天狗の湯（☎ 67-3683）

◆利用料金等（３時間まで／１回）
種　別 区　分 料　金

大 

浴 

場

１　回
３歳未満 無　料
３歳～小学生 210 円
中学生以上 420 円

回数券
１冊（10 枚綴） 3,700 円
２冊（10 枚綴） 6,400 円

定期券
６カ月 17,500 円
12 カ月 31,000 円

個
室

１　回 ２時間 2,100 円
回数券 １冊（10 枚綴） 10,500 円

◆町へ
❀除菌消臭剤（微酸性次亜塩素酸水）20ℓ× 10 箱

　　   　シタラ商会　さま
❀使い捨てマスク　10,000 枚

　　㈱ MAT 一級建築士事務所　さま

◆坂上小学校へ
❀手作りマスク　48 枚　　  小林　美沙子　さま
◆町内小学校　新１年生へ
❀生活科バッグ　90 個　町社会福祉協議会  さま

町有温泉無料優待券の発行中止
　毎月広報に無料優待入浴券を発行しておりました
が、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、今月
号から新型コロナウイルス感染症終息の目処が立つま
で発行しませんのでご了承ください。
　ご迷惑をお掛けしますがご理解のほどよろしくお願
いいたします。
■問い合わせ先
　まちづくり推進課（ 内線 2242 担当  角田良信）
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　　　　みんなの広場　　　　　　　　　　　　　　　~ 投稿コーナー ~

木*

米
か
は
た
古
九
谷
か
「
弦
月
」
の

大
き
水
差
見
つ
つ
茶
を
待
つ

（*

青
木
木
米
の
こ
と
）

菅
谷
千
恵
子

猫
は
ま
へ
う
し
ろ
が
夫
の
縄
電
車

ま
ん
中
わ
れ
は
気
ま
ま
な
お
客明　

日　

香

靖
国
の
標
本
木
に
花
数
輪

今
宵
の
わ
が
郷
名
残
の
雪
降
る塩

谷　

好
子

地
吹
雪
の
様
に
降
る
雪
眺
め
つ
つ

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
願
ふ猪

野　

房
江

結
婚
式
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
悩
ま
さ
れ

迎
へ
し
今
日
の
涙
と
笑
ひ

関
本　

こ
う

栗
の
い
が
、
そ
れ
と
も
海
栗
の
断
面
図
？

テ
レ
ビ
に
映
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

石
田
千
嘉
子

幼
子
は
手
洗
ひ
う
が
ひ
の
歌
う
た
ひ

コ
ロ
ナ
予
防
を
我
に
教
へ
る

橋
爪　

治
子

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
休
校
と
な
り
し
子
供
ら
は

予
定
も
立
た
ず
悩
む
日
日
な
り大

前
つ
る
枝

坪
庭
に
は
や
咲
き
初
め
し
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

春
の
花
ば
な
芽
吹
き
は
や
ま
る田

村
マ
リ
子

夫
と
息
の
骨
壺
並
ぶ
墓
の
中

涙
に
咽
ぶ
納
骨
の
日
よ

斉
藤
由
喜
子

初
摘
み
の
蕗
の
薹
を
味

味
に

香
り
豊
か
な
昼
の
一
品

大
塚　

綾
子

満
開
の
山
茶
花
の
木
に
見
え
隠
れ

目
白
の
群
れ
は
花
枝
揺
ら
す

高
橋　

春
江

・
ト
ー
マ
ス
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
包
む
犬
ふ
ぐ
り

・
小
夜
の
雨
霞
と
な
り
て
消
え
ゆ
け
り

荻
原　

富
江

・
石
仏
の
影
長
々
と
日
脚
伸
ぶ

・
庭
掃
除
蝋
梅
の
香
に
包
ま
れ
て

篠
原　

敏
子

・
春
浅
し
目
覚
め
う
な
が
す
寺
の
鐘

・
梅
の
香
や
吾
子
と
連
れ
立
ち
母
の
墓

竹
内　

芳
子

・
日
脚
伸
ぶ
マ
マ
洗
濯
に
余
年
な
し

・
大
試
験
済
ん
で
社
に
鈴
を
振
る

西
山
三
重
子

投
稿　

短
歌　

～
谺
短
歌
会
～

投
稿　

俳
句　

～
麻
の
実
俳
句
会
～

投
稿　

短
歌　

　

～
あ
づ
ま
野
い
ち
ご
短
歌
会
～

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

　

名
古
屋
へ
の
旅
も
止
め
と
な
り

　
　

庭
先
の
パ
ン
ジ
ー
に
元
気
を
も
ら
ふ

石
田
由
美
子

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

　
　

川
辺
に
立
て
ば
サ
ラ
サ
ラ
と　
　

　
　
　
　
　
　

吾
妻
川
が
光
り
流
る
る

篠
原
美
佐
江

溜
池
の
続
く
街
道
そ
こ
こ
こ
に

浮
き
葉
の
如
く
鳥
の
集
へ
り

荻
原　

富
江

老
い
ゆ
か
ば
形な

り

に
歩
み
て
い
く
べ
き
と

お
の
れ
を
諭
す
な
べ
て
の
も
の
に

藤
原　

公
子

北
風
に
縮
か
む
手
指
ぬ
く
も
り
て

廃
校
残
る
坂
道
を
ゆ
く

東　

曙　

美

九
十
六
歳
の
母
の
旅
立
ち
静
か
な
り

ベ
ッ
ド
を
囲
み
は
ら
か
ら
あ
ま
た

綿
貫　

初
美

湯
上
が
り
の
目
に
清
す
が
と
鉢
植
ゑ
の

大
文
字
草
咲
く
大
文
字
に

青
木　

ソ
メ

　

東
吾
妻
く
の
い
ち
の
会
は
、『
も
っ
た

い
な
い
』
の
精
神
で
、
中
学
生
の
制
服

･

運
動
服
等
の
リ
ユ
ー
ス
を
推
進
し
て

い
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
活
動

開
始
か
ら
３
年
が
経
ち
、
30
人
以
上
の

生
徒
さ
ん
の
制
服
の
交
換
や
、
運
動
服

等
の
お
譲
り
を
し
て
、
保
護
者
の
方
々

投
稿　

い
ら
な
く
な
っ
た
制
服
等
を
お
譲
り
く
だ
さ
い　

～
東
吾
妻
く
の
い
ち
の
会
～

に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
で
は
、

引
き
続
き
、
不
要
に
な
っ
た
制
服
・
運

動
服
・
カ
バ
ン
な
ど
の
寄
付
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

大
き
い
サ
イ
ズ
と
無
料
で
交
換
す
る

ほ
か
、
生
徒
ひ
と
り
２
点
ま
で
で
す
が
、

安
価
で
お
譲
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

代
金
は
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
制
服

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
お
よ
び
活
動
資
金

（
チ
ラ
シ
代
）
な
ど
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　

毎
年
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
年
度
末
に
活
動
が

で
き
ず
在
庫
が
あ
ま

り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

お
う
ち
に
眠
っ
て
い

る
制
服
や
運
動
服
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

寄
附
を
お
願
い
し
ま

す
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
は
、
手
作

り
布
マ
ス
ク
を
差
し

上
げ
ま
す
。
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■問い合わせ先　
 東吾妻くのいちの会　 代表  長谷川香奈子

（☎ 090-7834-0809　
　　E-mail：hasegawakanako@gmail.com）



　５月分の納期限は６月１日ですまちの人口
～令和２年４月１日現在～

	 ●男	 6,630 人

	 前月比	 （＋７人）

	 ●女	 6,869 人

	 前月比	 （－ 21 人）

	 ●人口	 13,499 人

	 前月比	 （－ 14 人）

	 ●世帯数	 5,659 世帯

	 前月比	 （＋ 32 世帯）

口座振替をご利用の方は口座預貯
金残高を確認しておいてください

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

住民税 ※ ○ ○ ○ ○ ※
固定資産税 ○ ○ ○ ○
国民健康保険税 ※ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
軽自動車税 ○
介護保険料 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
水道料等 ( 上水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道料等 ( 簡易水道・下水道 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○
合併処理浄化槽使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
町営住宅使用料 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ケーブルテレビ使用料 ( 東地区 ) ○ ○ ○
後期高齢者医療保険料 ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
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この広報紙は環境に配慮した紙を使用しています。

※は条件によっては徴収と
なる場合があります。
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おすすめ健康料理レシピ　　

五目ご飯（パッククッキング）

材料 （１人分）
米…………………… １/ ２合

水……………… １/ ２カップ

乾物（昆布・干ししいたけ・

　　ひじきなど）…大さじ１

ゆで大豆缶詰………大さじ２

めんつゆ…………… 大さじ１

栄 養 価
（ 1 人 分 ）

エネルギー … 311kcal
たんぱく質 … 8.9 ｇ
食塩相当量 … 1.7 ｇ

つ く り か た
①　米をポリ袋に入れ、少しの水で軽くもみ洗いし、

　　水を捨てます。

②　袋に分量の水を加え、乾物、大豆、めんつゆを加

　　えて混ぜ、空気を抜いて口を結びます。

③　沸騰した鍋に②を入れて約 20 分加熱し、火を止

　　めてそのまま 10 分ほど蒸らして完成です。

☆　無洗米なら洗わずに作れますが、水の量を大さじ

　　１多めに入れましょう。

170

　パッククッキングとは？
ポリ袋（130℃耐熱・マチ無し）に食材を入

れて湯煎で火を通す料理方法です。

もしガスや水道、電気などのライフラインが

使えなくなってもカセットコンロと鍋、水、

ポリ袋さえあればあたたかい料理が作れます。

洗い物もほとんどでないエコな調理法です。

生活習慣を見直して免疫力を高めよう！
　免疫とは、体内に侵入した異物を攻撃し排除するために、身体
に備わっている防御システムのことです。新型コロナウイルス感
染症を予防するためには、免疫力を高めることも重要です。

■免疫力を上げるには？
①⻝事　１日３食、規則正しく、バランスの良い食事をとる

②運動　座っている時間を減らして、適度に体を動かす

③睡眠　質の良い睡眠で、疲労の回復・自律神経を整える

④ストレス解消　笑うことでストレスホルモンの分泌を抑える

睡眠

運動
食事

ストレス
解  消
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